
北海道 北広島市
公共交通市民意識調査

結果報告書
(令和４年1～2月実施)



１ 調査概要

調査期間 令和４年１月17日（月）
～令和４年2月10日（木）

（2）調査日時

（3）調査対象
北広島団地地区と東部地区に居住する2,000世帯を無作為抽出
配布部数4,000部(1世帯に2部ずつ配布)
・北広島団地地区： 2,400部 (1,200世帯)
・東部地区 ： 1,600部 (   800世帯)

（4）調査方法
対象世帯に対して郵送配布し、郵送回答又は電子回答によ
り、調査を実施

配布数：4,000部 (2,000世帯)
回収数：1,477部

【うち郵送】812世帯 1,286部(回収率32.2%)
【うち電子】 191部 (回収率 4.8%)

回収率：37.0％

１ 回答者属性
問17 年齢・・・・・・・・・2Ｐ 問18 性別・・・・・・・3Ｐ
問19 職業・・・・・・・・・4Ｐ 問20 居住地・・・・・・5Ｐ
問21 運転免許証の保有状況・6Ｐ 問22 自動車の保有状況・6Ｐ

2 バスの利用について
問 1 普段バスを利用するか・・・・・・・・・・・・・・ 7Ｐ
問 2 バスを利用しない理由・・・・・・・・・・・・・・ 9Ｐ
問 3 どうなったらバスを利用しようと思うか・・・・・・10Ｐ
問 4 あったら良いと思うバスの利用促進策・・・・・・・11Ｐ
問 5 バスを利用する目的・・・・・・・・・・・・・・・12Ｐ
問 6 バスを利用する理由・・・・・・・・・・・・・・・13Ｐ
問 7 バスを利用する時間帯・・・・・・・・・・・・・・14Ｐ
問 8 よく利用する路線・・・・・・・・・・・・・・・・15Ｐ
問 9 よく利用する路線の満足度・・・・・・・・・・・・17Ｐ
問10 さんぽまち・東部線の現状に対する考え・・・・・・28Ｐ
問11 「乗合タクシー」「コミュニティバス」の認知度・・30Ｐ
問12 「乗合タクシー」を利用してみたいか・・・・・・・30Ｐ
問13-1 使ってみたい時間帯・・・・・・・・・・・・・・32Ｐ
問13-2 使ってみたい目的・・・・・・・・・・・・・・・32Ｐ
問13-3 妥当な運賃・・・・・・・・・・・・・・・・・・33Ｐ
問14 車や運転免許証がなくても、

暮らしやすくするために必要な移動手段 ・・・・・・34Ｐ
問15 今後の望ましい公共交通の形態・・・・・・・・・・37Ｐ

利用者の減少により、赤字額が増大している市内のバス
路線について、今後のバス路線のあり方について検討する必
要があることから、市民意識調査を実施する。

（6）集計方法
※グラフの「nの値」は回答の総数を指し、無回答や無効回
答などは除いた数
※ SAはシングルアンサー（Single answer）の略で質問に
対して回答が1つのもので、MAはマルチアンサー（Multi 
answer）の略で複数回答可の質問

（1）調査目的 （5）調査項目
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・回答者の年齢については、70～74歳(14.9％）が最も多く、次いで75～79歳
(11.9％)、
65～59歳(11.0％)となっている。

（問17） 年齢（SA）

２ 分析結果 【１ 個人属性】

6.8%
4.4%
4.2%

1.6%
2.0%

4.4%
5.7%
5.6%
6.1%

9.2%
11.0%

14.9%
11.9%

8.6%
3.7%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0%

16～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

【年齢区分】

n=1467
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・回答者の性別については、男性(40.3％)、女性(59.7％)となってる。

（問18） 性別（SA）

２ 分析結果 【１ 個人属性】
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男性

40.3%
女性

59.7%

n=1413



２ 分析結果 【１ 個人属性】

・回答者の職業については、無職(25.9％)が最も多く、次いで、主婦・主夫(24.9％)、
会社員(17.5％)となっている。

（問19） 職業（SA）

会社員 17.5%

自営業 2.4%

公務員 4.4%

パート・アルバ

イト 13.2%

高校生 5.2%
大学・専門学生

4.2%

主婦・主夫

24.9%

無職 25.9%

その他 2.1%

n=1461
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・回答者の居住地については、北広島団地地区については里見町(15.4％)が最も多く、次いで山手町
(14.5％)となっている。

（問20） 居住地（SA）

6.1%

4.8%

15.4%

7.8%

11.9%

3.0%

12.3%

7.4%

14.5%

4.7%

7.3%

4.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

青葉町

泉町

里見町

白樺町

高台町

輝美町

松葉町

南町

山手町

緑陽町

若葉町

広葉町

【居住地（北広島団地区）】

n=933
16.9%

23.3%

32.7%

23.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

朝日町

共栄町

東共栄

美咲き野

【居住地（東部地区）】

・東部地区については、東共栄(32.7％)が最も多く、次いで、美咲き野(23.7％)となっている。

２ 分析結果 【１ 個人属性】

n=544
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・回答者の免許の保有状況については、持っている。(自主返納は考えていない)(57.2％)が最も多く、次いで、持ってい
ない(27.2％)となっている。

（問22） 車の保有状況について（SA）

・回答者の自動車の保有状況については、主に自分が使う車を持っている(49.8％)が最も多く、次いで、自分で運転し
ないが家族が車を持っている(27.5％)となっている。

２ 分析結果 【１ 個人属性】

持っている

が、3年以内

の自主返納を

考えている。

8.5%

持っている。（自主返納

は考えていない。）

57.2%

持っていたが、返納

した。

7.0%

持っていない。

27.2%

【免許の保有状況】

主に自分が使う車を

持っている。

49.8%自分で運転しないが家

族が車を持っている。

27.5%

持っていない。

22.8%

【車の保有状況】

n=1463 n=1435

（問21） 運転免許証の保有について（SA）
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・回答者のバスの利用状況については、利用する(42.0％)、利用しない(58.0％)となってお
り、利用しない割合が約６割を占めている。

（問1） バスの利用について（SA）（全体）

利用する

42.0%
利用しない

58.0%

【バスの利用状況】

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

n=1476
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・地区別の利用状況については、利用すると回答した割合は、北広島団地地区では
44.4％、東部地区では37.8％となっている。

（問1） バスの利用について（SA）（地区別）

利用する

44.4%
利用しない

55.6%

【北広島団地地区】

利用する

37.8%利用しない

62.2%

【東部地区】

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

n=932 n=526
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・バスを利用しないと回答した者が、利用しない理由については、車で移動するから(送迎
含む)(78.5％)が約８割を占めており、次いで、徒歩や自転車で移動できるから(14.0％)と
なっている。

車で移動するから

（送迎を含む）

78.5%

タクシーを使う

から

3.3%

徒歩や自転車で

移動できるから

14.0%

その他

4.1%
【利用しない理由】

n=847

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

（問2） バスを利用しない理由（SA）
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・バスを利用しないと回答した者が、どうなったらバスを利用しようと思うかについては、
車(運転免許証)を手放したら(58.2％)が最も多く、次いで、バスが便利になったら(24.5％)と
なっている。

（問3） どうなったらバスを利用しようと思うか（SA）

バスが便利になったら

24.5%

車（運転免許証）

を手放したら

58.2%

利用しない

10.9%

その他

6.4%

【どうなったらバスを利用するか】

n=809

２ 分析結果 【２ バスの利用について】
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・バスを利用しないと回答した者が、あったらいいと思うバスの利用促進策は、バスを利用す
るとお得になる仕組み(39.5％)が最も多く、次いで、運賃の補助(37.5％)となっている。

（問4） バスの利用促進策について（MA）

バスを利用すると

お得になる仕組み

39.5%

バスを身近に感じるため

の取組やイベント

9.2%

運賃の補助

37.5%

その他

13.9%

【利用促進策】

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

n=960
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・回答者のバスの利用目的については、買い物(28.2％)が最も多く、次いで、病院(21.0％)、
通勤(15.9％)となっている。

（問5） バスを利用する目的（MA）

通勤

15.9% 通学 7.3%

買い物

28.2%
病院

21.0%

集会・サー

クル 4.0%

娯楽 7.4%

銀行・郵便

局 14.0%

その他

2.2%
【利用目的】

n=1299

２ 分析結果 【２ バスの利用について】
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・回答者のバスを利用する理由については、車や運転免許証を持っていないから(36.3％)が最
も多く、次いで、行きたい場所にバスで行けるから(26.0％)、通勤先(通学先)に車で行けない
から(17.3％)となっている。

（問6） バスを利用する理由（MA）

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

車や運転免許

証を持ってい

ないから

36.3%

通勤先（通学

先）に車で行

けないから

17.3%

行きたい場所

にバスで行け

るから

26.0%

バスが安いか

ら 13.2%

その他 7.2%

【利用する理由】

n=885
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・回答者のバスを利用する時間帯については、9時～11時台(28.1％)が最も多く、次いで、6時
～8時台(23.2％)、12時～15時台(21.2％)となっている。

（問7） バスを利用する時間帯（MA）

23.2%

28.1%

21.2%

16.7%

8.6%

2.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

【利用する時間帯】

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

n=1084
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・回答者の利用する路線については、さんぽまち・東部線(76.4％)が最も多く、次いで、長沼
線、南幌線、北広島線(14.1％)となっている。

（問8） よく利用する路線について（SA）（全体）

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

さんぽまち・

東部線

76.4%

広島線

8.5%

長沼線、南幌

線、北広島線

14.1%

共栄線

1.0%
【利用する路線】

n=601
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・北広島団地区は、さんぽまち･東部線(91.2％)の利用が約9割となっている。
・東部地区は、さんぽまち・東部線(45.9％)が最も多く、次いで長沼線、南幌線、北広島線(41.3％）となっ
ている。

（問8） よく利用する路線について（SA）（地区別）

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

さんぽま

ち・東部線

45.9%

広島線

9.7%

長沼線、南幌

線、北広島線

41.3%

共栄線

3.1%

【東部地区】

さんぽまち・東

部線 91.2%

広島線

7.8%

長沼線、南幌線、

北広島線 1.0%
共栄線

0.0%

【北広島団地地区】

n=399 n=196
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・回答者の現在のバス利用に関する満足度は、とても満足、どちらかと言えば満足を合わせた
割合が高い項目として、①自宅からバス停までの距離(66.7％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として、②バスの運行本数
(55.6％)、⑭バスの運行情報のわかりやすさ(44.9％)となっている。

（問9） 現状の満足度（SA)（全体）

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

49.3%
5.7%

19.5%
13.8%

25.0%
12.2%
16.2%
12.8%
20.3%
17.3%
18.9%

7.3%
8.9%
5.9%
13.0%

7.3%

17.4%
10.5%

15.4%
10.9%

20.1%
10.6%

16.8%
13.3%

14.6%
25.8%

18.4%
7.1%

15.4%
7.8%

11.9%
20.5%

26.4%
28.2%

53.5%
43.8%

49.2%
49.4%

44.6%
36.7%

48.2%
36.2%
47.1%

66.7%
43.2%

41.5%
52.3%

40.7%

4.3%
34.3%

8.8%
17.0%

4.6%
18.3%
13.5%

20.5%
11.6%

14.9%
12.8%

13.5%
20.5%

29.3%
16.1%

22.2%

2.7%
21.3%

2.7%
14.6%

1.2%
9.5%
8.9%

16.7%
5.2%
5.7%
2.9%
5.5%

12.0%
15.6%

6.7%
9.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=603)
② バスの運行本数(n=600)
③ バスの始発時刻(n=589)
④ バスの終発時刻(n=589)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=592)
⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=597)

⑦ バスの運行ルート(n=594)
⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=600)

⑨ バスの行き先(n=595)
⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=596)
⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=594)

⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=565)
⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=585)
⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=591)

⑮ バスの運賃(n=598)
⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=600)

【満足度（全体）】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満
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・北広島団地地区については、とても満足、どちらかと言えば満足を合わせた割合が高い項目
として、①自宅からバス停までの距離(67.0％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として②バスの運行本数
(53.7％)、⑭バスの運行情報のわかりやすさ(44.6％)となっている。

（問9 ） 現状の満足度（SA) 【北広島団地地区】

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

49.1%
6.4%

22.2%
15.4%

27.0%
12.9%
18.1%

12.4%
21.2%
19.9%
19.0%

7.6%
9.9%
5.8%
14.5%

8.4%

17.9%
12.9%

16.4%
12.1%

21.3%
11.6%

19.6%
14.4%

14.5%
28.9%

19.3%
7.9%

15.4%
9.0%

12.0%
22.2%

26.5%
27.0%

52.4%
44.8%

47.8%
50.2%

43.2%
35.1%

48.9%
32.6%

46.8%
64.1%
41.0%

40.6%
51.4%
41.7%

4.4%
35.4%

8.1%
15.1%

3.3%
15.6%
11.1%

21.5%
10.2%
14.4%
12.3%

14.4%
21.3%

28.3%
15.0%

19.0%

2.0%
18.3%

1.0%
12.6%

0.8%
9.7%
8.0%

16.6%
5.2%
4.2%
2.8%
6.0%

12.4%
16.3%

7.2%
8.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=407)
② バスの運行本数(n=404)
③ バスの始発時刻(n=397)
④ バスの終発時刻(n=397)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=400)
⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=404)

⑦ バスの運行ルート(n=398)
⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=404)

⑨ バスの行き先(n=401)
⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=402)
⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=400)

⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=382)
⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=395)
⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=399)

⑮ バスの運賃(n=401)
⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=405)

【北広島団地区の満足度】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満
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・前回調査時の北広島団地地区の満足度については、とても満足、どちらかと言えば満足を合
わせた割合が高い項目として、①自宅からバス停までの距離(59.0％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として②バスの運行本数
(64.1％)、⑬バスとJRや地下鉄当との乗り継ぎ(46.9％)となっている。

【参考】前回（平成29年度）調査の結果 (バスを利用すると回答された方に限定した結果)

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

45.4%
5.8%

17.6%
13.6%

22.1%
12.6%
18.1%

15.2%
28.6%

17.2%
7.2%
9.4%
10.0%
9.3%
6.4%

13.6%
8.4%

12.4%
8.1%

11.5%
9.3%

11.4%

10.6%
15.0%

14.3%
9.4%
8.1%
5.5%
5.8%
14.0%

31.2%
21.7%

54.7%
42.4%

60.2%
53.5%

46.7%

52.2%
41.9%

53.4%
60.6%

35.6%
55.9%
61.6%

42.7%

7.8%
43.5%

9.1%
20.7%

4.1%
17.7%
17.8%

16.5%
11.3%
13.4%

17.2%
30.6%

20.6%
19.2%

29.2%

2.0%
20.6%

6.2%
15.2%

2.1%
6.9%
6.0%

5.6%
3.2%
1.7%
5.6%

16.3%
8.0%
4.1%
7.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=346)
② バスの運行本数(n=345)
③ バスの始発時刻(n=307)
④ バスの終発時刻(n=309)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=339)
⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=333)

⑦ バスの運行ルート(n=332)
⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=0)

⑨ バスの行き先(n=322)
⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=346)
⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=343)

⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=180)
⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=320)
⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=311)

⑮ バスの運賃(n=344)
⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=342)

【平成29年度調査時の結果（北広島団地地区）】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満
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20.4％(H29)



・回答者の現在のバス利用に関する満足度は、とても満足、どちらかと言えば満足を合わせた
割合が高い項目として、①自宅からバス停までの距離(65.3％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として②バスの運行本数
(59.5％)、⑭バスの運行情報のわかりやすさ(44.6％)となっている。

（問9 ） 現状の満足度（SA） 【東部地区】

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

49.5%
4.2%
13.4%
9.7%

21.5%
10.2%
12.1%
13.2%
19.1%

10.6%
17.6%

6.8%
6.5%
5.9%
10.2%
5.3%

15.8%
5.3%

12.9%
8.1%

16.7%
8.0%
10.5%
11.1%

14.9%
20.1%

17.0%
5.1%

15.2%
5.4%

11.8%
16.4%

26.8%
31.1%

57.0%
42.5%

53.2%
48.7%
47.9%

40.5%
46.8%

45.0%
47.9%

72.3%
48.4%

44.1%
54.0%

38.6%

3.7%
33.2%

10.2%
21.0%

6.5%
24.1%
18.4%

18.9%
14.4%

15.9%
14.4%
11.9%

19.0%
30.6%

18.7%
29.1%

4.2%
26.3%

6.5%
18.8%

2.2%
9.1%
11.1%

16.3%
4.8%
8.5%
3.2%
4.0%

10.9%
14.0%

5.3%
10.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=190)
② バスの運行本数(n=190)
③ バスの始発時刻(n=186)
④ バスの終発時刻(n=186)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=186)
⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=187)

⑦ バスの運行ルート(n=190)
⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=190)

⑨ バスの行き先(n=188)
⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=189)
⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=188)

⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=177)
⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=184)
⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=186)

⑮ バスの運賃(n=187)
⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=189)

【東部地区の満足度】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満
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２ 分析結果 【２ バスの利用について】

52.8%
6.7%
15.7%

9.4%
26.2%

10.2%
19.5%

21.9%
19.7%
20.4%

9.0%
13.4%

4.0%
10.1%
6.6%

9.9%
10.4%

9.4%
7.9%

10.0%
7.8%

10.9%

9.4%
14.6%
13.9%

10.1%
9.4%

7.3%
10.1%
17.6%

29.6%
19.3%

58.3%
33.1%

58.5%
40.6%

54.7%

53.1%
48.2%
45.3%

60.7%
40.9%

51.6%
55.1%

41.2%

4.9%
37.8%

13.4%
28.3%

3.8%
28.9%

9.4%

10.9%
11.7%

12.4%
15.7%

22.0%
24.2%

18.8%
25.0%

2.8%
25.9%

3.1%
21.3%

1.5%
12.5%
5.5%

4.7%
5.8%
8.0%
4.5%

14.2%
12.9%

5.8%
9.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=142)
② バスの運行本数(n=135)
③ バスの始発時刻(n=127)
④ バスの終発時刻(n=127)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=130)
⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=128)

⑦ バスの運行ルート(n=128)
⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=0)

⑨ バスの行き先(n=128)
⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=137)
⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=137)

⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=89)
⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=127)
⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=124)

⑮ バスの運賃(n=138)
⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=136)

【平成29年度調査時の結果（東部地区）】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満

・前回調査時の東部地区の満足度については、とても満足、どちらかと言えば満足を合わせた
割合が高い項目として、①自宅からバス停までの距離(62.7％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として②バスの運行本数
(63.7％)、④バスの終発時刻(49.6％)となっている。
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【参考】前回（平成29年度）調査の結果 (バスを利用すると回答された方に限定した結果)
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・回答者の現在のバス利用に関する満足度は、とても満足、どちらかと言えば満足を合わせた
割合が高い項目として、①自宅からバス停までの距離(69.2％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として②バスの運行本数
(55.6％)、⑭バスの運行情報のわかりやすさ(47.5％)となっている。

（問9 ） 現状の満足度（SA） （さんぽまち・東部線）（全体）

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

50.4%
5.5%

20.8%
13.9%

26.0%
12.7%
16.4%

11.8%
20.5%
18.4%
18.4%

7.2%
9.5%
5.8%
14.6%

7.7%

18.8%
12.2%

16.5%
11.7%

22.2%
11.4%

19.1%
14.0%

15.1%
27.8%

18.9%
7.7%

14.9%
7.6%

11.7%
20.8%

24.6%
26.6%

52.4%
43.1%

46.2%
48.8%

40.9%
33.3%

47.7%
33.3%

44.7%
65.8%

41.2%
39.0%

50.2%
38.3%

3.5%
33.9%

8.1%
16.4%

4.5%
17.1%
13.9%

22.6%
10.9%
15.3%
14.2%
13.3%

21.4%
30.0%

15.5%
22.8%

2.7%
21.7%

2.3%
14.8%

1.1%
10.0%
9.7%

18.4%
5.8%
5.1%
3.8%
6.0%

13.1%
17.5%

8.0%
10.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=452)
② バスの運行本数(n=451)
③ バスの始発時刻(n=443)
④ バスの終発時刻(n=445)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=446)
⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=449)

⑦ バスの運行ルート(n=445)
⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=451)

⑨ バスの行き先(n=449)
⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=450)
⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=450)

⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=430)
⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=444)
⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=446)

⑮ バスの運賃(n=452)
⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=452)

【さんぽまち・東部線の満足度（全体）】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満

22



・回答者の現在のバス利用に関する満足度は、とても満足、どちらかと言えば満足を合わせた
割合が高い項目として、①自宅からバス停までの距離(68.7％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として②バスの運行本数
(52.9％)、⑭バスの運行情報のわかりやすさ(45.2％)となっている。

（問9 ） 現状の満足度（SA） さんぽまち・東部線【北広島団地地区】

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

50.4%
6.1%

22.9%
15.4%

28.3%
12.8%
18.6%

12.8%
22.5%
20.3%
19.2%

7.3%
9.9%

5.6%
15.0%

8.9%

18.3%
14.2%

17.5%
12.6%

21.6%
12.2%

20.9%
15.3%

14.9%
30.0%

19.2%
8.5%

16.1%
9.6%

12.2%
23.0%

25.5%
26.7%

51.7%
44.1%

46.5%
50.6%

40.4%
32.5%

47.3%
31.4%

45.4%
63.6%

39.2%
39.6%

51.5%
39.3%

3.9%
34.0%

7.1%
14.9%

2.8%
15.3%
11.6%

22.5%
10.1%
14.2%
13.1%

14.1%
21.7%

28.9%
13.9%

19.4%

1.9%
18.9%

0.8%
12.9%

0.8%
9.2%
8.5%

16.9%
5.1%
4.2%
3.1%
6.5%

13.2%
16.3%

7.5%
9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=361)
② バスの運行本数(n=359)
③ バスの始発時刻(n=354)
④ バスの終発時刻(n=356)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=357)
⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=360)

⑦ バスの運行ルート(n=354)
⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=360)

⑨ バスの行き先(n=355)
⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=360)

⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=359)
⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=341)

⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=355)
⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=356)

⑮ バスの運賃(n=361)
⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=361)

【さんぽまち・東部線の満足度(北広島団地地区)】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満
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・回答者の現在のバス利用に関する満足度は、とても満足、どちらかと言えば満足を合わせた
割合が高い項目として、①自宅からバス停までの距離(69.8％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として②バスの運行本数
(66.6％)、⑭バスの運行情報のわかりやすさ(55.9％)となっている。

（問9 ） 現状の満足度（SA） さんぽまち・東部線【東部地区】

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

50.0%
3.4%
10.7%
7.1%

17.9%
10.7%
7.0%
7.0%
14.1%
9.4%
14.0%

7.1%
7.1%
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12.8%

3.5%

19.8%
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0.0%
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46.4%
42.9%
44.2%

37.2%
45.9%

43.5%
40.7%

73.8%
51.2%

36.9%
45.3%

34.9%

2.3%
35.6%

11.9%
23.5%

10.7%
25.0%
23.3%

24.4%
15.3%
18.8%
19.8%

10.7%
20.2%

33.3%
23.3%

37.2%

5.8%
31.0%

8.3%
22.4%

2.4%
14.3%
15.1%

23.3%
8.2%
8.2%
7.0%
4.8%

11.9%
22.6%

9.3%
14.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=86)
② バスの運行本数(n=87)
③ バスの始発時刻(n=84)
④ バスの終発時刻(n=85)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=84)
⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=84)

⑦ バスの運行ルート(n=86)
⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=86)

⑨ バスの行き先(n=85)
⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=85)
⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=86)

⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=84)
⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=84)
⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=84)

⑮ バスの運賃(n=86)
⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=86)

【さんぽまち・東部線の満足度(東部地区)】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満
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・回答者の現在のバス利用に関する満足度は、とても満足、どちらかと言えば満足を合わせた割合が高い項目
として、①自宅からバス停までの距離(65.3％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として②バスの運行本数(67.3％)、⑭バス
の運行情報のわかりやすさ(41.3％)、⑧バスの運行ルートのわかりやすさ(36.7％)となっている。

（問9 ） 現状の満足度（SA） （広島線）

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

51.0%
8.2%

18.4%
14.9%
19.1%

10.2%
18.4%
16.3%
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18.8%
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4.1%
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6.5%

10.2%
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51.0%
42.6%
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53.1%

57.1%
42.9%

52.1%
39.6%

47.9%
75.0%

56.5%
41.3%

53.1%
46.9%
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40.8%

10.2%
17.0%

6.4%
16.3%

12.2%
22.4%

14.6%
14.6%

4.2%
13.6%

15.2%
28.3%

26.5%
28.6%

6.1%
26.5%

8.2%
19.1%

2.1%
14.3%
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14.3%
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10.4%
0.0%

4.5%
6.5%

13.0%
4.1%
6.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=49)
② バスの運行本数(n=49)
③ バスの始発時刻(n=49)
④ バスの終発時刻(n=47)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=47)
⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=49)

⑦ バスの運行ルート(n=49)
⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=49)

⑨ バスの行き先(n=48)
⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=48)

⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=48)
⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=44)

⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=46)
⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=46)

⑮ バスの運賃(n=49)
⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=49)

【広島線の満足度】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満
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・回答者の現在のバス利用に関する満足度は、とても満足、どちらかと言えば満足を合わせた割合が高い項目
として、①自宅からバス停までの距離(58.5％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として②バスの運行本数(48.1％)、⑥バス
停の環境(ベンチ、屋根等)(30.9％)、⑭バスの運行情報のわかりやすさ(29.3％)となっている。

（問9 ） 現状の満足度（SA） （長沼線、南幌線、北広島線）

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

46.3%
6.2%
13.9%
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13.9%
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13.4%
14.6%

14.8%
23.2%
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21.5%

11.0%
15.2%
23.2%

35.4%
40.7%

62.0%
48.8%

61.7%
51.9%

54.9%
51.2%

49.4%
46.3%
57.5%

67.5%
46.8%

54.9%
58.2%
48.8%

4.9%
33.3%

8.9%
17.5%

1.2%
27.2%

13.4%
9.8%
11.1%

13.4%
11.3%

14.3%
17.7%
25.6%

13.9%
17.1%

1.2%
14.8%

1.3%
11.3%

0.0%
3.7%
3.7%
7.3%
2.5%

7.3%
0.0%
2.6%

7.6%
3.7%
1.3%
3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=82)
② バスの運行本数(n=81)
③ バスの始発時刻(n=79)
④ バスの終発時刻(n=80)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=81)
⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=81)

⑦ バスの運行ルート(n=82)
⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=82)

⑨ バスの行き先(n=81)
⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=82)

⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=80)
⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=77)

⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=79)
⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=82)

⑮ バスの運賃(n=79)
⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=82)

【長沼線、南幌線、北広島線の満足度】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満
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・回答者の現在のバス利用に関する満足度は、とても満足、どちらかと言えば満足を合わせた割合が高い項目
として、⑧バスの運行ルートのわかりやすさ(66.6％) 、 ⑨バスの行先（66.6％)となっている。
・とても不満、どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として、⑭バスの運行情報のわかりやすさ
(80.0％)、②バスの運行本数(66.7％)となっている。

（問9 ） 現状の満足度（SA） （共栄線）

２ 分析結果 【２ バスの利用について】
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0.0%
50.0%
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0.0%
0.0%
0.0%
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16.7%

40.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 自宅からバス停までの距離(n=6)

② バスの運行本数(n=6)

③ バスの始発時刻(n=6)

④ バスの終発時刻(n=6)

⑤ バスの乗車時間（所要時間）(n=6)

⑥ バス停の環境（ベンチ、屋根等）(n=6)

⑦ バスの運行ルート(n=6)

⑧ バスの運行ルートのわかりやすさ(n=6)

⑨ バスの行き先(n=6)

⑩ バスの運行時間の正確さ（定時性）(n=6)

⑪ バスへの乗り降りのしやすさ（段差）(n=6)

⑫ バスとバスの乗り継ぎ(n=5)

⑬ バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ(n=5)

⑭ バスの運行情報のわかりやすさ(n=5)

⑮ バスの運賃(n=6)

⑯ 現状のバスに対する総合評価(n=5)

【共栄線の満足度】

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満
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・回答者の現状のバス路線に対する考えについては、運賃を値上げしてでも、現状の路線や便
数を維持すべき(55.2％)となっており、次いで、運賃収入に見合った路線や便数に減便すべき
(30.3％)となっている。

（問10） 現状のバス路線に対する考え（SA）（全体）

運賃を値上げしてで

も、現状の路線や便数

を維持すべき

55.2%

運賃収入に見

合った路線や便

数に減らすべき

30.3%

維持できない路線は、バ

ス運行を廃止してもやむ

を得ない

14.5%

【赤字について】

n=1328

２ 分析結果 【２ バスの利用について】
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・北広島団地地区は、運賃を値上げしてでも、現状の路線や便数を維持すべき(59.4%)が最も
多く約６割となっている。
・東部地区は、運賃を値上げしてでも、現状の路線や便数を維持すべき(47.0%)が最も多く
なっており、その割合は北広島団地より低い。

（問10） 現状のバス路線に対する考え（SA）（地区別）

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

運賃を値上げしてで

も、現状の路線や便数

を維持すべき

59.4%

運賃収入に見

合った路線や便

数に減らすべき

29.1%

維持できない

路線は、バス

運行を廃止し

てもやむを得

ない

11.4%

【現状について(北広島団地地区）】

n=848

運賃を値上げしてで

も、現状の路線や便

数を維持すべき

47.0%

運賃収入に

見合った路

線や便数に

減らすべき

32.8%

維持できない

路線は、バス

運行を廃止し

てもやむを得

ない

20.2%

【現状について（東部地区）】

n=470
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・回答者の「乗合タクシー」と「コミュニティバス」の認知度については、知らない
（56.6％）、知っている（43.4％）となっており、知らない割合が半数を超えている。
・回答者の「乗合タクシー」の利用希望については、どちらかと言えば使わない（37.5％）が
最も多く、次いで、使わない（30.7％）と使わない割合が約7割となっている。

（問１１） 「乗合タクシー」、「コミュニティバス」の認知度について（SA）
（問１２） 「乗合タクシー」を利用してみたいか（SA）（全体）

知っている

43.4%知らない

56.6%

【乗合タクシーとコミュニティバスの認知

度について】】

n=1439

使ってみたい

11.6%

どちらかと言え

ば使ってみたい

20.3%

どちらかと言

えば使わない

37.5%

使わない

30.7%

【乗合タクシーの利用希望】

n=1427

２ 分析結果 【２ バスの利用について】
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・北広島団地地区については、どちらかと言えば使わない(37.1％)が最も多く、次いで、使わ
ない(29.1％)となっている。
・東部地区については、どちらかと言えば使わない(39.3％)、が最も多く、次いで、使わない
(33.9％)となっている。

（問１２） 「乗合タクシー」を利用してみたいか（SA）（地区別）

２ 分析結果 【２ バスの利用について】

使ってみたい

12.3%

どちらかと言えば

使ってみたい

21.5%

どちらかと言え

ば使わない

37.1%

使わない

29.1%

【北広島団地地区】

n=903

使ってみたい

8.6%
どちらかと言え

ば使ってみたい

18.2%

どちらかと言え

ば使わない

39.3%

使わない

33.9%

【東部地区】

n=499
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２ 分析結果 【２ バスの利用について】

・回答者の利用したい時間帯は、9時～11時台（48.9％）が最も多く、次いで、6時～8時台
（21.7％）となっている。
・回答者の利用する目的は、買い物(53.2％）が最も多く、次いで、通勤（22.1％）となってい
る。

（問１３ー１）乗合バスを導入した場合利用したい時間帯（MA）
（問１３ー２）乗合バスを導入した場合使用する目的（MA）

21.7%

48.9%

10.3%
3.0% 4.5%

11.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

【利用したい時間帯】

n=466

通勤

22.1%
通学

5.2%
買い物

53.2%

病院

7.8%

集会・サーク

ル

1.9%

娯楽

6.7%

銀行・郵便局

0.4%
その他

2.6%

【利用する目的】

n=462
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２ 分析結果 【２ バスの利用について】

・妥当な運賃については、300円程度（56.1％）が最も多く、次いで500円程度（38.9％）と
なっている。

（問１３ー３）妥当な運賃（SA）

300円程度

56.1%
500円程度

38.9%

700円程度

2.6%

その他

2.4%
【妥当な運賃】

n=458
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２ 分析結果 【２ バスの利用について】

・車や運転免許証がなくても、暮らしやすくするために必要な移動手段については、現在のよ
うな定時定路線のバスの運行の確保（55.9％）が最も多く、次いで、市が一部補助し、半額程
度で乗れるタクシー（29.8％）となっている。

（問１４）車や運転免許証がなくても、暮らしやすくするために必要な移動手段（SA）（全体）

現在のような、

定時定路線のバ

ス運行の確保

55.9%停留所や自宅近

くに来る乗合タ

クシー

9.4%

市が一部補助

し、半額程度で

乗れるタクシー

29.8%

その他

4.9%

【暮らしやすくするために必要な移動手段】

n=1431
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２ 分析結果 【２ バスの利用について】

・北広島団地地区については、現在のような定時定路線のバスの運行の確保(58.4％)が最も多
く、次いで、市が補助し、半額程度で乗れるタクシー(25.4％)となっている。
・東部地区については、現在のような定時定路線のバスの運行の確保(51.2％)が最も多く、市
が補助し、半額程度で乗れるタクシー(37.5％)となっている。

（問１４）車や運転免許証がなくても、暮らしやすくするために必要な移動手段（SA）（地区別）

現在のよう

な、定時定

路線のバス

運行の確保

51.2%停留所や自

宅近くに来

る乗合タク

シー 7.4%

市が一部補

助し、半額

程度で乗れ

るタクシー

37.5%

その他

3.9%
【東部地区】

現在のよう

な、定時定

路線のバス

運行の確保

58.4%
停留所や自

宅近くに来

る乗合タク

シー

10.7%

市が一部補

助し、半額

程度で乗れ

るタクシー

25.4%

その他

5.4%
【北広島団地地区】

n=904 n=514
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２ 分析結果 【２ バスの利用について】

【その他の意見(一部抜粋)】

・市が運行するコミュニティバス
・定時バスと乗合タクシーの両立
・小さなバスにして本数を増やす
・小型バスの導入で現在程度かそれ以上の定時増
・自宅前までくるオンデマンド乗合バス
・低額の循環福祉バス等の公平性と利便性による運行
・バス料金と同程度で乗れるタクシー

（問１４）車や運転免許証がなくても、暮らしやすくするために必要な移動手段（SA）
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２ 分析結果 【２ バスの利用について】

・今後の望ましい公共交通の形態として回答者の考えに近いものは、現在のような定時定路線
のバス運行の確保(57.7％)が最も多く、次いで、市が補助し半額程度で乗れるタクシー
(27.6％)となっている。

（問１５）今後の望ましい公共交通の形態（SA）（全体）

現在のような、定

時定路線のバス運

行の確保

57.7%

停留所や自宅近くに

来る乗合タクシー

8.8%

市が一部補助し、

半額程度で乗れる

タクシー

27.6%

その他

5.9%

【今後の望ましい公共交通の形態】

n=1421
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２ 分析結果 【２ バスの利用について】

・北広島団地地区については、現在のような定時定路線のバス運行の確保(60.0％)が最も多
く、次いで、市が補助し半額程度で乗れるタクシー(24.1％)となっている。

（問１５）今後の望ましい公共交通の形態（SA）（地区別）

現在のよう

な、定時定路

線のバス運行

の確保

60.0%停留所や自宅

近くに来る乗

合タクシー

9.4%

市が一部補助

し、半額程度で

乗れるタクシー

24.1%

その他

6.4%
【北広島団地地区】

n=900

現在のよう

な、定時定路

線のバス運行

の確保

53.3%
停留所や自

宅近くに来

る乗合タク

シー 7.7%

市が一部補助

し、半額程度

で乗れるタク

シー 34.1%

その他 4.9%

【東部地区】

n=508

・東部地区については、現在のような定時定路線のバス運行の確保(53.3％)が最も多く、次い
で、市が補助し半額程度で乗れるタクシー(34.1％)となっている。
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２ 分析結果 【２ バスの利用について】

【その他の意見(一部抜粋)】

・市が運営する市内のみのコミュニティバスで、住宅街も走るようなもの。
・小型バスを使っての定時定路線のバス運行
・通勤通学時間帯以外は大型バスは必要ないと思う
・コミュニティバス
・現在よりも増便したバス運行

（問１５）今後の望ましい公共交通の形態（SA）
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２ 分析結果 【２ バスの利用について】

【一部抜粋】
・運転免許の返納に伴い、頼りは公共交通と思うので、市が補助をしてでも、確保してほしい。運賃の値上げ
はできるだけ抑えてほしいというのが本音。

・年々高齢化が進み、健康上の理由でバスの利用ができない方もいらっしゃるかと思います。バス路線と乗合
タクシーまたは、半額程度で乗れるタクシーが利用できる方向で検討していただけたらと思います。

・運行路線が変わりわかりづらくなり、利用が減りました。駅までの利用が多かったので、直で駅に行くバス
の本数が減ったように思います。時刻表がわかりづらいです。

・高齢になってきたので、足が丈夫なうちはなるべき歩き、一部タクシーを利用するつもりですが、バスは今
はほとんど乗らないけど、路線がわからない。足があまり歩けなくなれば、停留所が近い乗合タクシーは利
用したいと考えます。

・BP構想で盛りあがりのある中、団地地区では、空き家も目立ち、コンビニの閉店もあり、閑散としてい
る。買い物や病院などの利用も駅周辺に集中、一極化しているため、不便を感じるが、解消化の一つとして
交通の利便性を高めてほしい。

・コロナの件もあるので、乗合タクシーについては、利用したいとは思いませんが、収束した際には考えたい
と思います。

・バスの便数が少ないので、子どもの習い事等の車での送迎が必須です。送迎ができない状況＝習い事を続け
られないになるので、もう少し選択肢が増えるとうれしいです。

・以前は中央バスも利用していたけど、循環になってから不便になり一切利用しなくなった。周りにも同じ意
見の人がほとんどです。

・便数が減り不便になってしまいましたが、できるだけ利用しています。将来年とったら必要不可欠になるの
で、どうか維持していただきたいと思います。運賃値上げしてもいいです。

（問１６）自由意見
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